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Completed (Fiscal Year 1999)
Budget Amount *help
¥2,000,000 (Direct Cost: ¥2,000,000)
Fiscal Year 1999: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 1998: ¥1,500,000 (Direct Cost: ¥1,500,000)
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能は、胸部下⾏⼤動脈壁の内膜肥厚が強いラットほど、遊⾛能が⾼い傾向が伺えた。また、平滑筋遊⾛能では3群間に有意な差が認められないものの、運動群における⼤動脈壁内膜肥厚
は、⾼脂肪⾷群より薄い傾向があり、継続的な運動による粥状硬化症の予防硬化が伺えた。
